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［研究ノート］ 
相撲部屋の地方土俵と後援に関する人類学的考察 
上之郷	 奈穂（東北大学大学院・院生） 
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はじめに 
現代を生きる我々は、日々様々な変化に晒されながら暮らしている。人や
ものの行き来は盛んになり、遠距離の人々ともリアルタイムで会話ができる。
技術の発達に伴い、生活様式もより効率的なものへと姿を変えつつある。生
活が便利になっていく一方で、我々はどこへ向かっているのか、という問い
が、現代を生きる我々が抱える大きな人文学的課題であるかもしれない。そ
んな中、この平成の世にありながら、まるである時代から時が止まってしま
ったと思わせられる装いをする集団がある。彼らは、日常的に髷を結って和
服を着こなしている。相撲部屋の力士たちである。今日、本場所では連日の
満員御礼と大変な賑わいを見せている大相撲であるが、その大相撲の主役た
るのが、力士である。相撲部屋に所属する力士たちは、相撲部屋での日々の
稽古、生活の中で力士としての品格を身につけ、１つでも上の番付を目指し
精進している。現在に至るまでその独特な風習が保たれている相撲界である
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が、開国後、相撲界は大きく２回、存続の危機に立たされたと言える。１つ
は、明治維新を迎え、西洋から新しい風習がもたらされるようになる時代で
あり、もう１つは、戦中戦後である。 
まず、明治維新の時期であるが、この時代は、政治、文化ともに混乱して
いた時代である。もちろん相撲界もその影響を受けた。西洋文明のもとでは、
相撲は野蛮な競技と見なされ、さらにそれに追い打ちをかけたのが、スポン
サーである大名の経済的困窮、権威の下落である。これにより、それまで大
名から待遇を受けていたお抱え力士1も、その打撃を受け、お抱え力士は消滅
してしまった。 
そして、戦中戦後の時代である。太平洋戦争中、粛清の動きが高まり、１
９４３年、国技館が軍部に接収される。そんな中でも後楽園球場で、１５日
間の興行を１０日間に縮め、本場所を行っていた。ただ、外で行われるため
に雨の日は行われず、空襲の警報が出たら打ち切り、という条件のもとでの
ものだった。戦後、藤島親方は文部大臣、GHQ に働きかけ、その努力も実り、
１９４５年１１月国技館の焼け跡で１０日間の本場所開催が許可された。こ
の藤島親方は第７代出羽海親方（元横綱・常の花）である。 
大相撲は、このように開国、戦争と２つの大きな存続の危機を迎えた時期
もありながら、途切れることなく現在に至るまで脈々とその営みは続いてい
る。この変化に富む時代にありながらも、大相撲は時にはその変化に歩調を
合わせ、またその一方で変化の波にのまれきることのないしっかりとした軸
を持ち、土俵上で繰り広げられる光景はいつの時代も人々を魅了し続けてい
る。 
本稿では数ある相撲部屋の中でも出羽海部屋を研究対象とし、１年間の活
動のうち、毎年夏に千葉県香取郡東庄町笹川で行われる合宿に焦点を当てる。
２０１７年の出羽海部屋笹川合宿は８月７日～８月２０日の期間で行われた。
そのうちの８月１８日～８月２０日の３日間、合宿が行われる笹川に滞在し
フィールドワークを行った。このうち、２０日は合宿最終日ということでフ
ァン感謝イベントが行われ、多くの人で賑わった。合宿自体の調査期間は３
日であったが、このほかにも２０１４年より出羽海部屋でのフィールドワー
クを実施しているため、ある程度のラポールを形成できたうえで調査をする
ことができた。今回の調査では、出羽海部屋に所属する力士、親方、引退し
た床山をはじめとし、笹川合宿の実行委員の人々、実行委員には入っていな
                                                             
1 「大名から禄を与えられ、召し抱えられた力士のこと。」（金指基『相撲大事典』現
代書館、２０１１年、４６Ｐ） 
 -185- 
いものの合宿に協力的な人々、合宿の朝稽古・最終日のファン感謝イベント
に来ていた人々といった、さまざまな方からの聞き取りを行った。 
本稿では、相撲部屋が、地方で活動していくのには何が必要なのか、どの
ような工夫を凝らしているのかを、出羽海部屋で行われる合宿を例に考察す
る。また、相撲部屋からの視点だけではなく、合宿が行われる地域にも着目
し、その地域のアイデンティティにも触れたいと思う。 
 
１ 相撲の世界 
（１）力士への第一歩 
	 力士となるには、日本相撲協会が行う新弟子検査（力士検査）に合格する
必要がある。この試験2に合格すると、半年間相撲教習所に通う。教習所には
土俵が３つ設置されている。そこで相撲の実技や、教養を学んでいく。新弟
子たちは毎朝７時に国技館に集合し、点呼をとったあと裸足で国技館の周り
を３周走る。教養科目は相撲史、運動医学、相撲甚句3、国語（書道作文を含
む）、社会学、自然科学とされている。修了後には卒業式も行われ、「その間
の成績に応じて皆勤・優等・精励・特別の四賞が表彰される」。（金指基『相
撲大事典』現代書館、２０１１年、１７３Ｐ） 
 
（２）番付がすべての世界 
	 相撲界の序列は、番付によってきめられている。番付は下から順に序ノ口、
序二段、三段目、幕下二段目、十枚目（十両）、前頭、小結、関脇、大関、横
綱となっている。相撲界は実力主義の社会であり、番付は取り組みの結果で
決められる。番付で十両以上の力士のことを関取というが、関取と、それよ
りも下の番付の力士（＝幕下以下の力士）とでは、その待遇に大きな差が生
じる。関取になると一人前の扱いを受けるようになるのである。白の稽古廻
し4をし、髷は大銀杏を結うことが許され、部屋では個室を支給される。この
ように装いが変わるほか、給料も支給されるようになる。そして、付け人も
つくようになる。相撲界には「付け人」と呼ばれる制度が存在するが、この
制度は、幕下以下の力士が関取の身の周りの世話をするというものである。
                                                             
2 合格基準となる身長、体重の値はここ数年緩和されている。 
3 「甚句は七、七、七、五の四句で構成される代表的民謡の形式で、相撲甚句もその
形式を踏襲し、哀調をおびた独特の節回しで歌われる」。（金指基『相撲大事典』現
代書館、２０１１年、１７７Ｐ） 
4 幕下以下は黒い稽古廻しを着用する。 
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この制度は、待遇の大きく異なる関取と幕下以下の力士を結び付けている制
度であるともいえる 
 
（３）引退 
	 力士としてのキャリアを終え、引退5を迎える力士は、断髪式（髷を切る儀
式）を行う。十枚目を一場所以上つとめた力士は、国技館の土俵上で断髪式
を行うことができる。国技館での断髪式は、「引退する力士が紋付、袴、大銀
杏の正装で土俵中央のいすに座り、後援者、同期生、他の力士たち、肉親な
どが次々と髷にはさみを入れて、最後に師匠が止めばさみを入れて大たぶさ
を切り離す」。（金指基『相撲大事典』現代書館、２０１１年、２０９Ｐ） 
	 引退後のキャリアはさまざまで、年寄名跡6を襲名継承して協会に残るもの
もいれば、別の職業に就くものもいる。 
 
（４）相撲部屋 
	 大相撲では、力士は必ず相撲部屋に所属し、そこが生活の場となり、稽古
を積む場ともなっている。相撲部屋の歴史は長く、「師匠である年寄と力士が
寝食を共にし、相撲の練習をするという形態が約２００年にわたって続いて
いる」7とある。 
原則として、力士は相撲部屋の移動はできない。相撲部屋の多くは東京都
内にある。本稿で着目する出羽海部屋は東京の両国にある。現在の建物は１
９６６年に建てられ、４階建てである。部屋の前には力士たちが使用する自
転車が並べられている。 
相撲部屋に所属しているのは、大相撲の主役たる力士はもちろんのこと、
その他にも様々な役職に就く人が所属している。それぞれの役職は以下の通
りである。 
                                                             
5 「従来は年寄名跡を襲名継承して協会に残る場合を「引退」、年寄名跡を襲名しなけ
れば「廃業」として区別していた」が、平成八年十一月の理事会で全力士が現役を
退くことをすべて「引退」とすることになった。（金指基『相撲大事典』現代書館、
２０１１年、２４Ｐ） 
6 「年寄名跡の襲名継承資格は、日本国籍を有するもので、幕内を通算二十場所、幕
内・十枚目（関取）を通算三十場所以上、三役を一場所以上、また、横綱、大関を
つとめた力士に限られる。」（金指基『相撲大事典』現代書館、２０１１年、２３８
Ｐ） 
7 生沼芳弘「高砂部屋にみる部屋制度の人間関係」『東海大学紀要	 体育学部』第８号、
１９７９年、２Ｐ 
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・年寄 
	 「部屋持ち年寄」と「部屋付き年寄」の２つが存在するが、このうち師匠
にあたるのが部屋持ち年寄の方である。部屋持ち年寄とは、相撲部屋を持ち、
運営している年寄のことである。「師匠」と呼ばれるのが部屋付き年寄であり、
自分の部屋を持っている。一方、部屋付き年寄は部屋に所属し、後進の指導
にあたる。普通は現役時代に所属していた部屋にそのまま残って指導にあた
るが、時として要請を受け他の部屋へ移ることもある。部屋付き年寄は番付
下位の指導、監督をするため、稽古が始まる時間から稽古場にいる。部屋持
ち年寄も、関取衆の稽古が始まる頃には稽古場に行き指導にあたる。 
 
・おかみさん 
	 師匠の夫人である「おかみさん」も、部屋には欠かせない一員である。１
９５５年頃までのおかみさんの仕事といえば、力士の衣食住の世話をしたり、
布団を干したり、浴衣を作ったり、後援会との折衝をしたりと、その内容は
多岐に渡るものの、地味なものが多かった。その後、１９８５年頃にもなる
と、表舞台にも出るようになり、横綱や大関の伝達式では親方に並び、口上
を聞いたりする。しかし中には部屋を離れて、マンションで暮らすというお
かみさんもいるようだ。そして、力士たちはときどき、師匠には相談できな
い、もしくは気が引けるようなことをおかみさんにこっそりと相談すること
もある。 
 
・若者頭 
	 幕下力士の指導や監督にあたる役職である。若者頭となるのは、普通は十
枚目もしくは幕下力士を引退した力士のうち、指導者としての適正があると
見られた人物を相撲協会が判断し、採用する。協会内では単に「頭」という
呼ばれ方もするが、現役時代のしこ名で呼ばれることも少なくない。この若
者頭の部屋内での仕事内容は、前述のとおり幕下力士の指導や監督であるが、
具体的には、廻しの締め方、四股の踏み方、鉄砲の仕方、すり足の仕方、股
割りの仕方など、相撲の基礎となることを教え込む。四股とは、「両足を開い
て立ち、手を太ももか膝に添え、軸にする足は膝を軽く曲げて構え、他方の
足は膝を伸ばして体の側方に高く上げる。次に、軸足の膝を伸ばしながら、
上げた片足をつま先から力強く土俵に下ろす。このとき、腰が後方に引けた
りせずに、上体が起きていなければならない」（金指基『相撲大事典』現代書
館、２０１１年、１３５Ｐ）という、一連の動作である。鉄砲とは、「稽古場
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の隅に立てられている鉄砲柱や稽古場の壁板に向かい、突っ張りの稽古をす
ること」（金指基『相撲大事典』現代書館、２０１１年、２２５Ｐ）である。
すり足とは、「土俵の表面から足を離さずに、するように足を運ぶこと」（金
指基『相撲大事典』現代書館、２０１１年、１８５Ｐ）であり、股割りとは、
「膝を伸ばしたまま足を大きく左右に開いていき、次第に腰を下ろし、最後
には尻を地面につけ、左右の足を１８０度開き、その姿勢で前に伏せ、胸も
地につける運動」（金指基『相撲大事典』現代書館、２０１１年、３０８Ｐ）
である。新弟子たちが稽古場に下りてくると同時に指導や監督を始めるため、
朝とても早い時間帯から活動している。 
 
・世話人 
	 世話人も、若者頭同様に十枚目もしくは幕下力士を引退した力士のうち、
相撲協会に適性を見出されたものが採用される役職である。相撲協会内では
「世話人」という呼び方はされず、ほとんどが現役時代のしこ名で呼ばれる。
主な仕事は、相撲用具の運搬や保管である。 
 
・行司 
	 行司とは、取組に際して土俵上で取組のさばきを行う、というのが一般的
によく知られている役割だろう。しかし、これは興行が行われるときの行司
の役割である。このほかに行司は、番付表を書くという仕事もある。番付は
「相撲字」という独特の書体で書かれているが、行司は見習いのころから徹
底してこの相撲字の習得に励む。相撲字の特徴としては、紙面いっぱいに文
字をしきつめて書かれる、というのがあるが、このようにしきつめて文字を
書くのは、客席に空きがないように、という縁起をかついだものとされてい
る。また、部屋を開く際の土俵開きで行われる土俵祭の祭主を担ったり、本
場所初日の前日に行われる土俵祭にも参加したりする。一方、普段の相撲部
屋での仕事は、興行での華々しいイメージと比べると地味なものである。い
わば部屋の総務のような役割を担っており、イベントやパーティーを仕切る
のをはじめ、本場所前に贔屓筋には挨拶状を送り、本場所後は同様にお礼状
を出す。 
 
・呼出 
	 呼出は、本場所の取組のときに力士を土俵に上げるための呼び出しを行っ
たり、競技の進行を知らせる柝を打ったり、力士に仕切り制限時間を知らせ
たり、土俵をほうきで掃き清めたり、塩の補充をしたり、懸賞旗を掲示した
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り、各種の太鼓を打ち分けたり、本場所や巡業で使用する土俵の構築を行っ
たりと、その活動は多岐に渡っている。呼出の部屋での仕事は、親方にお茶
を出したり、荒れたり俵が散らばったりした土俵の整備を行ったりしている。
そして、部屋での仕事が終わったら国技館へ行く。そこで土俵の構築の仕方
ややぐら太鼓の打ち方など、呼出としての実技を後輩に教えている。 
 
・床山 
	 最後に、「床山」は力士の髪を結う仕事をしている。床山として採用される
と、最初の３年間は見習い期間とされ、経験豊富な先輩床山のいる別な部屋
に通って研修を積む。力士の髪型には２通りの結い方があり、ひとつはちょ
んまげ、そしてもうひとつが大銀杏である。このうち、大銀杏は、床山が結
い方を習得するのに十年以上かかるとされている。また、１人あたりの大銀
杏を結うのにかかる時間は２、３０分である。そのため、力士たちの日常生
活はちょんまげの髪型で過ごすのが普通である。 
 
（５）相撲部屋の１年 
本場所は東京のみで行われるものではなく、大阪、名古屋、福岡といった
地方都市でも行われる。さらに、部屋によっては合宿をするところもある。
地方都市での本場所開催や、合宿に伴い、活動拠点もその開催地に移る。こ
のように、相撲部屋の活動拠点は東京に限られたものではなく、地方に点在
しているといえる。 
大相撲の１年では、本場所が６回行われる。そのうち、３回は東京の両国
国技館で行われ、後の３回は地方都市（大阪、名古屋、福岡）で行われる。
また、部屋によっては合宿を行う場合もある。相撲部屋はそれぞれ拠点とな
る部屋を所有しており、相撲部屋に所属する力士たちは基本的にはそこで生
活を営み、稽古を積んでいく。しかし、このように大相撲の１年間を通して
見ると、拠点となる部屋を離れて活動する期間がある。部屋を離れて活動す
るとなると、その土地での活動拠点が必要となる。寝泊まりをする宿舎、稽
古をするための土俵をまずは確保しなければならない。地方場所は年に３場
所あるため、少なくとも３か所の地方都市に宿舎、土俵を構えていなければ
ならない。相撲部屋は、その活動拠点をどのように確保しているのか、とい
うのが本研究の出発点である。東京を中心とした場所に拠点を構える相撲部
屋が、地方都市にも活動拠点を築くのは容易なことではないであろう。 
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２ 出羽海部屋 
（１）出羽海部屋の宿舎 
出羽海部屋は数ある相撲部屋の中でも、歴史のある部屋である。以下部屋
の構成人数である（２０１７年笹川合宿実施時）。 
 
	 師匠	 １名 
	 親方衆	 ４名 
	 世話人	 １名 
	 行事	 １名 
	 呼出	 １名 
	 床山	 １名 
	 力士	 １５名 
 
	 力士１５名のうち、関取は１名であるが、関取は合宿期間中巡業に参加し
ていたため、合宿不参加であった。 
	 出羽海部屋は、笹川地区での夏合宿では、もともと笹川地区にある諏訪神
社の土俵を利用し、笹川地区にある集会所を宿舎として利用している。「相撲
部屋の１年」でも述べたように、大相撲の地方場所開催地、大阪、名古屋、
福岡にもそれぞれ拠点を構えている。出羽海部屋の場合、まず大阪は、堺市
の祥雲寺の中に宿舎がある。これは、土俵、宿舎ともに大阪場所で出羽海部
屋が滞在するために新しく建設したものである。次に、名古屋であるが、名
古屋場所の宿舎は名古屋市内ではなく犬山市にあり、善光寺というお寺を拠
点としている。土俵は出羽海部屋の力士たちが稽古をするため新しく作った
ものであるが、宿舎は住職の住いを借りている。最後に、福岡では、これも
福岡市内ではなく、糟屋郡新宮町にある宿舎を利用している。この宿舎も大
阪同様、出羽海部屋のために新しく土俵と宿舎を作ったものである。このよ
うに、出羽海部屋の各拠点を見ると、元からあるものを利用しているケース
と、新しく作るケースが見受けられる。 
 
（２）相撲部屋の１日 
相撲部屋の朝は早い。稽古場に降りてくるのは番付順で、番付の低い力士
から順に降りてくる。また、番付の低い力士は、軽く掃除したり、ゴミを出
したり、部屋の前に並べられている力士たちの自転車を並べたり、という仕
事をこなす。朝稽古はだいたい１１時頃まで続けられ、稽古が終わると入浴
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をしたり、髷を整えたりして、食事をとる。その後は、当番制で掃除を行い、
仕事が終わるとようやく自由時間である。 
 
３ 笹川と相撲 
出羽海部屋の夏合宿が行われる笹川地区は、千葉県の香取郡東庄町にある。
笹川地区では、年に２回、祭りが行われる。１つは春に行われる神楽、そし
てもう１つが７月最終土曜日に行われる秋季大祭である。この秋季大祭のメ
インとなるのが奉納相撲である。奉納相撲は笹川地区の諏訪神社にある土俵
で行われる。この土俵は天保時代から存在したともいわれているが、合宿で
はこの土俵を利用する。 
	 出羽海部屋の合宿が行われる笹川は、もともと相撲と縁深い地域である。
それを象徴するのが、この地区にゆかりのある天保水滸伝、そして夏に行わ
れる奉納相撲である。それぞれどのような内容か以下にまとめる（金指基『相
撲大事典』現代書館、２０１１年、東庄町郷土史研究会『東庄の郷土史』第
３０号、２０１４年、東庄町郷土史研究会『東庄の郷土史』第３２号、２０
１６年、東庄町郷土史研究会『東庄の郷土史』第３３号、２０１７年を参照）。 
 
・秋季大祭 
	 笹川地区にある諏訪神社の土俵で行われ、自衛隊員や、地域の子供たちが
土俵に上がり相撲を取る。ひと昔前であれば、青年会の会員、また近所の地
方力士が土俵に上がっていた。 
 
・天保水滸伝 
	 これは実話とされる物語である。物語のあらましは、天保時代の笹川繁蔵
と飯岡助五郎の争いについての物語である。水滸伝と似ていることから、天
保水滸伝と言われるようになった。笹川繁蔵にゆかりの相撲として伝わって
いる。 
 
このように、出羽海部屋の合宿が開催される前から、笹川地区は相撲が根
付いていた地域であるということが分かった。一方、秋季大祭の奉納相撲で
は相撲の担い手が時代と共に変わり、かつてほどの盛り上がりに欠けるとい
う側面もあった。 
 
４ 笹川合宿のはじまり 
出羽海部屋笹川合宿は２００１年から始まり、２０１７年で１７回目の開
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催となった。なぜこの地で出羽海部屋合宿が開かれるようになったのか、そ
の経緯をこの節で紹介する。 
まだ笹川合宿が始まる前、笹川地区で祭りの役員で集まった際に、当時の
出羽海部屋の師匠と、部屋に所属している力士２名も参加した。そのうち、
当時１６歳、序二段の力士に対し、この力士を応援しようという話が持ち上
がった。まだ関取になる前であったが、将来強くなると見込まれたのである。
そして、この力士を応援するために、後援会が発足した。これが、笹川合宿
実行委員の前身である。またちょうどその頃、出羽海部屋は静岡の御殿場で
合宿を行っていたが、台風の影響で土俵が使えない状態になってしまってい
た。合宿開催ができないと頭を抱えていた折、笹川で縁ができたのをきっか
けに、笹川で合宿をやってはどうかという方向に話が進んでいった。このよ
うに、さまざまな要因が複合的に絡み合い、笹川合宿の開催へとこぎつけた。 
 
５ 笹川合宿により生まれたもの 
合宿開催に伴い、必要なものの準備が始まる。２週間の合宿期間中で必要
なものは、部屋から持って来るものと、笹川の実行委員で用意するものとが
ある。ここでは、笹川の合宿実行委員がどのような準備をするのかというこ
とに焦点を当てたい。その中でも、宿舎、土俵に着目し、さらに合宿を記念
して記念碑の建立がなされたことにも着目する。笹川合宿では、もとから笹
川地区にあるものを利用できる場合は利用し、新しく必要となった場合は自
分たちで用意するということが特徴として挙げられる。 
 
・宿舎 
部屋を離れて合宿をするためには、部屋の力士たちが寝泊まりする場所を
確保しなければならない。この合宿では、出羽海部屋合宿用の宿舎を新しく
作るのではなく、もとからある笹川地区の集会所を宿舎としている。集会所
は２か所を借りており、広い方の宿舎では序二段、三段目の力士が、狭い方
の宿舎では幕下力士が寝泊まりする。この２か所は隣接しており、歩いてだ
いたい３分ほどの距離にある。このように、他の地方場所の宿舎の部屋も、
同じように番付で分けられることが多い。 
宿舎といっても、集会所を宿舎として利用しているので、お風呂はない状
態である。そこで、実行委員の一員によって簡易式のシャワールームが手作
りで作られた。 
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写真 1 宿舎の隣につくられた簡易式シャワールーム 
 
・土俵 
なんといっても、合宿を行う上で一番重要なのが稽古をする土俵である。
合宿では、笹川地区の諏訪神社にある土俵を使用する。宿舎からの距離も近
く、歩いて５分ほどの距離にある。笹川地区で毎年行われる秋季大祭では、
この土俵で奉納相撲がとられていた。しかし、相撲部屋に所属し相撲を取る
力士にとっては、この土俵で稽古をすることはできない。同じ土俵でも稽古
をする土俵と、神社にある土俵では全く異なるからである。そこで、出羽海
部屋の力士たちが稽古できるような本格的な土俵にするため、笹川の人々が
立ち上がった。彼らがどのように動いたのか、その工夫を、以下に紹介する。 
まずは、土俵の土を入れ替えた。もともと土俵に使われていた土では、と
ても柔らかい土であるため、力士がけがをしてしまう恐れがあったためであ
る。そして、土俵の周りに敷かれている俵も劣化しにくいビニール製のもの
を使用した。これまでのものは、野外にあるため雨風に吹き曝しになってお
り、すぐに劣化してしまっていた。それを、ビニール製のものに変えること
で、より俵が長持ちするようになった。また、稽古場には水道が完備されて
いなければならない。そこで、水道もホースで水を引いて来て簡易式の水道
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をこしらえた。 
これらの準備が整い、土俵の土が完成し、無事に合宿を迎えることができ
た。しかし、野外にある土俵のため、雨が降ってしまうと土俵も濡れてしま
ううえ、稽古をすることができなかった。そこで、雨が降った場合は柱だけ
を立ててその上にビニールシートのせ、それをもって屋根の代わりにしてい
た。しかし、雨をしのぐことはできても、ビニールシートにたまった水を下
におろす作業をしなければならない。そこで、より本格的な屋根を作るとい
う話が持ち上がった。そして完成したのが下の写真２の屋根である。この屋
根を作るにあたり、笹川地区の人々が、それぞれの職業を活かし、自らの手
で作成に至った。設計は建築関係の仕事をしている人が、必要な材料は工事 
現場で働いている人が不要なものを調達してくる、といった具合である。 
 
写真 2 笹川地区の諏訪神社につくられた土俵の屋根 
 
・記念碑 
笹川で行われる出羽海部屋の合宿であるが、その笹川と出羽海部屋のつな
がりの強まりが、１つの形として現れた。それが合宿１０周年を記念して建
てられた記念碑である。この記念碑は、合宿で使う土俵のある諏訪神社の土
俵のすぐ近くにある。 
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写真 3 合宿 10 周年を記念してつくられた記念碑。「心技体」の字は当時の出羽海部
屋の師匠であった出羽海義和によって書かれた。 
 
６ 合宿開催に伴う笹川の変化 
	 出羽海部屋の力士たちが毎年夏にやって来るということで、笹川地区は盛
り上がりを見せる。秋季大祭の奉納相撲では現役の力士が土俵に上がるよう
になり、より華やかになった。また、出羽海部屋と笹川が関係を持つように
なったことにより、笹川小学校で相撲大会が開催されるようになった。さら
に、小学校の校庭にも土俵が作られた。 
出羽海部屋が笹川地区と関係を持ったことにより、秋季大祭が華やかにな
り、笹川小学校では新たに土俵が作られて相撲大会も実施されるようになっ
たりしたものの、盛り上がることばかりではない。相撲部屋が合宿に来ると
いうことで、新しく土俵の屋根を建設したり、土俵の土を入れ替えたりとい
う変化が生じた。もともと秋季大祭の奉納相撲が行われる土俵であったのに、
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相撲部屋の力士たちが使うためにこれまでの土俵を変えてしまうということ
に、反発の声もあった。一見、合宿開催で地区全体が盛り上がっているよう
にも見受けられるが、地区の全員が全面的に好意的に受け入れているわけで
はないのである。 
 
７ 考察 
笹川地区は相撲とゆかりのある土地であった。また、出羽海部屋の夏合宿
が開催される時期と、笹川地区の奉納相撲の時期は同じ夏という季節である。
この、笹川地区の祭りと相撲部屋の合宿の時期が近いというのは、合宿が抵
抗なく受け入れられることに一役買っているといえるかもしれない。ただ、
笹川は相撲とゆかりのある地域であるといっても、以前秋季大祭の奉納相撲
で活躍していた青年団が今はなくなっており、また天保水滸伝という昔の物
語があったとしても、それはただの物語として残るもので、現代を生きる人々
に直接的な影響を及ぼしているとまでは言い難い現状であったと考えられる。
そんなところに出羽海部屋の合宿が開催された。そうすることで、これまで
笹川に根付いていたものの、少しずつ色あせてきたと思われていた相撲が、
再び息を吹き返す、ということができた。昔とまったく同じ形ではないにし
ろ、また違った形で笹川が相撲のまちとしての色を帯びてきた。 
笹川合宿の特徴として、資金面だけの援助ではなく、必要なものは笹川地
区の人々の手で作り上げていったこと、そして合宿中も部屋との交流が盛ん
におこなわれていたことが挙げられる。相撲部屋が地方でも拠点を築くため
には、資金を援助してくれる後援会や、宿舎、土俵といった場所はもちろん
重要な要素であるが、それだけでは相撲部屋がその地域に根差した活動拠点
を築くところまでは至らないと考えられる。 
現代社会は目まぐるしく変化していくと最初にも述べたが、その変化の渦
中にありながらも、我々は残すべきものは残しながら今を生きているのでは
ないだろうか。この笹川合宿を見ると、笹川にとってのアイデンティティと
して確立してきた相撲を、形を変えながら今に至るまで残しているというの
を読み取ることができた。 
本稿では相撲部屋が地方でどのように拠点を構えているのかという問いか
ら笹川で行われる出羽海部屋合宿を事例に取り上げた。地方場所が開催され
る地方都市、大阪、名古屋、福岡にも焦点を当てて、それぞれどのような場
所に宿舎があるのか、またどのような人々が関わって宿舎での生活が成り立
っているのかを探っていくことを今後の課題として挙げ、研究を続けていき
たい。 
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